
『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　岩村城の永い歴史を見守ってきた老松を背景に、かが

り火を焚
た

き、自然景観を生かした特設舞台で開催される

野外能。薪
たきぎのう

能が開催される会場は、かつて岩村藩の藩主

邸があった場所で、１９８５（昭和６０）年、岩村城の築城

８００年を記念して、地元有志

が初めて開催したもの。近年に

なって、この会場で江戸時代の

藩主が実際に能を鑑賞していた

とする古文書が発見された。月

の光と薪の薄明かりの中で上演

される幽玄の世界は、何とも言

えない趣があり、日本の伝統芸

能の醍
だい

醐
ご

味
み

を存分に味わうこと

ができる。

　ことしの薪能は、８月２７日㈯
に開催される予定。

５３

５４

▲恵那山をはじめ３６０度のパノラマが広がる

▲日本の伝統芸能の醍醐味が味わえる薪能

　春には岩村町方面からの道で桜が満開と

なり、訪れる人も多い。場内にある「東

濃まきば館」には、ソフトクリームやス

テーキもあり、予約すれば野外でのバーベ

キューやアイスクリーム手作り体験も可

能。同館は、冬期は休業なので要注意。

東濃牧場 大パノラマが展開

いわむら城址薪能 老松を背景に幽玄の世界
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『広報えな』８月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．４円（税込み）です。

　最近発見された古文書によれば、神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

行列（岩村町秋祭り行事）で、みこしの

停泊中に藩主邸前で能狂言が催された記載

がある。またその際には、藩主から与えら

れた裃
かみしも

（武士の礼服）も使われていたとさ

れる。
▲薪能は老松を背景に設置された
特設舞台で開催される

　長島町、岩村町、山岡町にまたがる㈳県畜産公社が経

営する県営牧場。１９７３（昭和４８）年に開場。標高６３０

㍍から７１０㍍の高原にあるため、はるかに御
おん

嶽
たけ

山や恵那

山、そして中央アルプスを望み、眼下には阿木川ダム湖

や岩村町富田地区の田園風景も見ることができる。３６０

度の大パノラマが魅力で、ピクニックなどにもお薦めの

スポット。牧草地

２１０㌶に、約７００

頭を飼育する酪農

振興の拠点で、主

にホルスタイン乳

牛の育成や、農家

で生まれた和牛子

牛の飼育、夏場の

放牧などを行って

いる。

次号は８月１５日号
　発行日は８月１５日㈪です

▲東濃牧場には、ホルスタイン乳牛や黒毛
和牛が約７００頭飼育されている


